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1 まえがき

照明光通信では、照明機能を維持しながら、通信機能
や測位性能を併せ持つ高度化を達成することが望まれて
いる。これを実現するための通信機能として、可変パル
ス位置変調や、可変N-並列符号多値変調 (VN-CodeSK)
方式が提案されている。VN-CodeSK方式では、隣接照
明からの干渉信号にも対処可能であり、多元接続化が実
現できる [1][2]。VN-CodeSK方式を拡張した、位置測定
システムが提案されている [3][4]。しかしながら、[3][4]
の方式による性能評価では反射光等が考慮されていない。
本稿では、文献 [5] の反射モデルにおいて、VN-

CodeSK 方式の位置測定性能を評価する。加えて、照
明機器位置を変化させた場合の評価も行う。

2 照明光通信を用いる位置測定

図 1にルームモデルを示す。ルームサイズは、5.0[m]×
5.0[m]×3.0[m]である。送信機は天井に設置された照明で
ある。これらの照明は、天井の中央 (座標 (2.5, 2.5, 3.0))
を中心にする正方形状に設置され、照明光電力は同一の
72[W ]である。受信機は、0.85[m]の高さに設置する。壁
による反射は、減衰率 0.7とする。光フィンガープリン
ト法について、参照パターンを作成する格子幅は 0.2[m]
とする。

3 性能評価

ランダムに設定した 1000地点の受信機位置測定を 10
回繰り返し、その平均の測位位置誤差を評価する。
照明の位置は、隣接する照明の距離 Lについて、L =

1[m], 2[m], 3[m], 4[m]四方の正方形の頂点に設置するよ
うに変化させる。図 2に信号電力対雑音電力比 (SNR)
に対する位置測定誤差である測位性能を示す。

4 むすび

本稿では、文献 [5] の反射モデルにおいて、VN-
CodeSK 方式の位置測定性能を評価した。照明の間隔
を大きくすることで、性能向上ができることが分かっ
た。また、照明機器の配置により壁面反射光の影響が異
なることが分かった。
今後は、位置測定性能と通信性能との関係、光フィン
ガープリント法とその他の位置測定法との関係を明らか
にする予定である。
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図 1: ルームモデル
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図 2: 測位性能
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